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1　はじめに
　世界の人口増加と工業化による食料不足が問題視される中、バイオマ
ス・エネルギーとして注目を浴びることで、その需要が急増している穀物
資源。近年の原油高と地球温暖化対策のためのCO2排出削減の流れは、バ
イオエタノール燃料の原料であるトウモロコシの価格上昇を招き、それは
同じく原料とする飼料価格の高騰と畜産資源価格へと波及している。「食
料」と「環境」の関係は、エネルギー問題だけではない。食料生産過程で
の化学肥料大量投与は土壌環境を疲弊させ、農業用水の大量使用は水資源
の枯渇を招き、農薬はその水をも汚染させることがある。
　人類の重要課題であり生存に不可欠な「食と農」、将来の人々に受け継
ぎ残すべき「環境と資源」。これら諸問題を社会科学の側面から考究する
学科として、明治大学では、農学部農業経済学科を「食料政策環境学科」
へ名称を変更し2008年度からスタートさせる。我々にとって最も身近な
課題であり解決すべき問題に対処し、それを切り開く能力を持つ人材を養
成することは、現代社会に要求された大学の使命ともいえよう。
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　本稿では、2000年以降に出版された明治大学図書館に所蔵する資料で、
特にその概要を把握するのに相応しい一般図書、調査・研究や最近の動
向を知るために有用な参考図書を取り上げた。各書誌には解題と請求記
号且を付し図書を手にとる際の参考とした。ここに挙げられた図書を1冊
でも手にすることで、食料問題と地球環境を考える第一歩となることを期
待している。なお、図書館の基本原則として、これらがどのような思想や
主張を持っていようとも、それは「図書館および図書館員が支持すること
を意味するものではない」2ことを付け加えておく。そして最後にイギリ
スのロマン派詩人、ワーズワース3の詩を添えて本稿を締めくくることに
する。
2　－一般図書（※出版年昇順）
『失われた森』レイチェル・カーソン，集英社，2000．1，299p
1964年に惜しまれつつ亡くなったレイチェル・カーソンの遺
稿集。作家として、思想家として、20世紀最も偉大な人物のひ
とりである彼女の埋没原稿を収録。彼女の歩んだ道筋を辿り、
新しい人物像を浮かび上がらせる。（519／881〃S，51918741／W）
『奪iわれし未来』増補改訂版，シーア・コルボーン（他），翔泳社，2001．1，466p
合成化学物質のホルモン阻害作用が、野生生物やヒトにいか
に危険であるかを根づかせた初版の増補改訂版。各地で湧き
上がった反響、健康被害への今後の取り組み方など3章分を
追加。日本の現状について解説付き。（5191854／BIS）
『農から環境を考える』原剛，集英社，200L5，196p，（集英社新書0092G）
地球温暖化やオゾンホール拡大が農業に影響を与える反面、農
業そのものが環境に悪影響を与えることもある。地球環境を
【資料の配置場所を示した記号。
2「図書館の自由に関する宣言」より。
3William　Wordsworth（1770－1850）。
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　　保全しながら「持続可能な農業」を実現する方策について、そ
　　　の可能性を探る。（申央新書・文庫コーナー）
『イギリスナショナル・トラストを旅する』横川節子，千早書房，2001．5，125p
　　歴史的遺産と自然環境を守るために創設されたナショナル・
　　　トラスト。その美しい英国のプロパティ（所有地）にふれる写
　　真旅行記。ワーズワースの愛した湖水地方、妖精の国コーン
　　ウォール半島などを旅する。（2931181〃S，293．31231／H）
『エコ・エコノミー』レスター・ブラウン，家の光協会，2002．4，415p
　　市場原理に基づく経済から生態学の法則に配慮し環境的に持続
　　可能な経済「エコ・エコノミー」への移行を説く。地球規模の気
　　候変動、水不足、食糧不足の危機を解決するための経済学と生物
　　学の融合を提案する。（3301222〃S，330．4135211H，330．41121ハV）
『環境・人口問題と食糧生産』渡部忠世（他），農山漁村文化協会，2003．3，228p
　　遠くない将来、人類はその生存に足る食料を生産し続けてい
　　るだろうか。モンスーン・アジアに焦点を当て、農業技術の歪
　　み、食糧需給バランス、環境と食料問題、アジアにおける複合
　　的循環農業の可能性を展望する。（611．31547〃S，611．31114〃H，
　　611．31251ハV）
『エコ・エコノミー時代の地球を語る』L．ブラウン，家の光協会，2003．4，337p
　　第1部は、人口増加と所得向上による生態学的「赤字」とそ
　　の影響。第2部は、環境的に持続可能な経済「エコ・エコノ
　　ミー」構築を計る尺度の12指標とその世界動向。第3部は、
　　エコ・エコノミー最新情報を紹介する。（51911010！バV）
『ナショナル・トラストの軌跡』四元忠博，緑風出版，2003．7，294p
　　都市化と工業化の波により破壊される自然や歴史的建造物。こ
　　れらを保護するためイギリスで誕生した「ナショナル・トラス
　　　ト」は、世界に広まる活動へと拡大した。1895年に設立した
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　　この保護団体の半世紀を辿る。（519．81453〃S，519．81297〃H，
　　519．81561バV）
『世界の半分が飢えるのはなぜ？』ジャン・ジグレール，合同出版，2003．8，182p
全人口を養う食糧があるにもかかわらず、世界中に飢える人々
がいるのはなぜなのか。ジグレール教授が息子カリムの「どう
して？」に実例を交えてわかりやすく解説。飢えは決して「運
命」や「自然淘汰」ではないと説く。（611．3157511S，611．31261ハV）
『図解よくわかるバイオエネルギー』井熊均，日刊工業新聞社，2004．1，150p
　　エネルギーと環境という2つの巨大市場の狭間に位置する「バ
　　イオエネルギー」。この新エネルギーを取り巻く環境、抽出技
　　術や利用方法、国内外の活用状況、課題と推進方法などをやさ
　　しく解説する。（50L61227〃S，501．6165〃W）
『利潤への渇望』ブレッド・マグドブ（他），大月書店，2004．3，261p
　　副題「アグリビジネスは農民・食料・環境を脅かす」。農業・
　　食糧・エコロジーの政治経済学に焦点をあてる。世界の農業・
　　フードシステムの現状と問題点、そして将来の方向性について
　　わかりやすく解説する。（6111408〃S，611119〃H，61117251ハV）
『循環型社会』吉田文和，中央公論新社，2004．4，270p，（中公新書1743）
　　副題「持続可能な未来への経済学」。包装容器、家電、自動車
　　などのリサイクル制度を再検討。環境負荷を下げつつ「生活の
　　豊かさ」実現に必要な現代日本「循環型社会」の基本条件と課
　　題を明らかにする。（生田新書・文庫コーナー，中央新書・文
　　庫コーナー，和泉新書・文庫コーナー）
『食糧・資源・環境問題を考える』細川隆雄（他），創成社，2005．2，423p
　　第1部で日本及び中国、インド、北朝鮮等の食料・農業問題を、
　　第2部で日本の環境汚染とその対策、捕鯨を事例に資源・環
　　境問題を取り上げる。r食糧・資源・環境問題へのアプローチ』
　　（1999年刊）の続編。（611．31561〃S，611．3190〃H，611．314111W）
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『バイオマス』奥彬（他），日本評論社，2005．4，215p，（地球と人間の環境を考え
る10）
「安易にバイオマスの利用を進めると資源と環境は劣化する」
をテーマに、バイオマス社会の「これから」を考える。有限の
バイオマスを使うことの大切さ、果たしてバイオマスはエコロ
ジカルなのか、などを紹介する。（50L61247〃S，501．61761ハV）
『フード・セキュリティ』Lブラウン，ワールドウォッチジャパン，2005．4，352p
食糧増産のための過剰耕作、過放牧、乱獲などは、地下水位の
低下や地球温暖化、漁場の衰退を招き、食糧減産を招く。食
糧生産への問題提起と将来のフードセキュリティ（食糧安全保
障）に必要な対策を提言する。（61131563〃S）
『農業』西尾道徳（他），ナツメ社，2005．6，263p，（図解雑学）
農業の歴史、作物の品種と栽培、家畜の飼養、日本農業の発展
と高齢化等の諸問題、食と環境との関わり、バイオテクノロ
ジーを利用した農業の最先端事情、世界と日本の食料事情ま
で幅広く解説する。農業全般を概観できる入門書。（61015〃S）
『食と環境』慮和邦昭（他），東京農業大学出版会，2005．9，256p，（実学の森シ
リーズ）
21世紀の重要な問題であり、人類の生存と世界の平和と安定
に深く関わっている「食」と「環境」。専門家5名がこの2つ
のキーワードを多様な視点から取り上げ、わかりやすい表現
で考察する。基本用語解説付き。（611．31564〃S，611．3146〃W）
『食料の世界地図』エリック・ミルストーン（他），丸善，2005．10，128p
大部分の食料は、農場や漁場から消費者の手に渡るまでに複
数の業者が絡むサプライチェーンに沿って進む。この複雑で
広範な世界の食料事情を世界地図と図表や写真で見開きペー
ジごとにわかりやすく解説する。（61L31566〃S，611．31133〃H）
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『バイオガスの技術とシステム』古市徹（監修），オーム社，2006．3，170p
生ごみと家畜ふん尿をメタン発酵させて得られるバイオガス
を利活用するための技術とシステムを総合的に解説。有機系
廃棄物のリサイクル・システムが成立する条件を分析、技術的
側面と社会的側面から検討する。（5755133〃S）
『植物力』新名惇彦，新潮社，2006．7，191p，（新潮選書）
副題「人類を救うバイオテクノロジー」。食糧不足、地球温暖
化、化石・鉱物資源の枯渇など将来待ち受ける「2050年問題」。
この解決へ向け遺伝子組換え技術や植物バイオマスへの転換
など「植物力」活用を提案する。（615．2189〃S，615．21411H）
『プランB2．0』L．ブラウン，ワールドウォッチジャパン，2006．11，379p
2003年刊『プランB』の改訂増補版。従来型の経済活動を継続
する「プランA」を選択すれば、環境悪化により世界経済は崩
壊する。環境を保全しながら経済発展を目指す唯一実行可能な
「プランB」の選択肢を提案する。（51911148B／S，615．2189〃S）
『食糧テロリズム』ヴァンダナ・シヴァ，明石書店，2006．12，205p
副題「多国籍企業はいかにして第三世界を飢えさせているか」。
インドの食糧生産体制を国際アグリビジネスがいかに破壊し
ているかを説明。遺伝子組み換え作物・種子は生物多様性を破
壊するとして反対の意を唱える。（611．31579〃S，611．311361M，
611．31501ハV）
『食糧争奪』柴田明夫，日本経済新聞出版社，2007．7，262p
副題「日本の食が世界から取り残される日」。発展途上国の工
業化に伴う食糧需給量の増加、エネルギー市場と食糧市場の
競合化、工業部門と農業部門での水と土の争奪戦。この中で日
本の採るべき解決策を提示する。（611．31578〃S，61L31138〃H，
611．3153〃V》）
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3　参考図書（※請求記号昇順）
『バイオマス用語事典』日本エネルギー学会，オーム社，2006．1，518p
バイオマスに関連する用語を見出語とし、これをアルファベッ
ト順・五十音順で配列する。各用語には読み方と英訳を付し
解説の後に関連用語を示す。巻末には、関連用語を含んだ「和
索引」と英語の索引「英索引」あり。（R510162〃S）
『ワールドウォッチ研究所地球白書』ワールドウォッチジャパン，1987・，［年刊エ
米国ワールドウォッチ研究所が発行する地球環境の世界動向
を詳細にまとめた解説書の翻訳。年刊。各解説には情報源が
付される。（R519／142〃S，　R519149〃H，　R5191431／W）
『地球環境ハンドブック』第2版，不破敬一郎（他），朝倉書店，2002．10，1129p
専門家153名による。資源・食糧・温暖化・汚染・生物・廃棄物・化
学物質など環境問題を多面的に取り上げ各章末に参考文献を付
す。巻末に年表、国際・国内関連団体の名称と所在地、国際条約の
解説、索引あり。（R5191143／CIS，　R519180／BIH，　R519144／BIW）
『地球環境データブック』ワールドウォッチジャパン，2000－，【年刊］
米国ワールドウォッチ研究所発行の地球環境に関する総合報
告書。図表を用いた基礎データ、最近の動向などを情報源付き
でわかり易く解説。（R5191182〃S，R5191115〃H，R519173〃W）
『環境ハンドブック』茅陽一監修，産業環境管理協会，2002．1①，1238p
技術、法律、経済など多様な観点から分析・解説した環境総合事
典。全体は8部構成。地域・地球環境、循環型経済社会、環境
マネジメント、政策・法体系、国内外の取り組みなど。巻末に略
語表と索引を付す。（R5191239〃S，　R5191117〃H，　R5　1　9172／AV）
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『地球環境調査計測事典』竹内均監修，フジ・テクノシステム，2002．12－2003．11，3
冊
　　陸域編1、陸域編2、沿岸域編の全3巻。地球環境分野を網羅
　　した調査・計測・測定・分析に関する解説事典。参考・引用文
　　献あり。索引付き。（R5191240〃S）
『環境リスクマネジメントハンドブック』中西準子（他），朝倉書店，2003．6，579p
　　　「リスクを見つける」、「リスクを測る」、「リスクを管理する」
　　の3部構成。参考文献あり。付録にHP一覧、環境分析費用等
　　あり。索引付き。（R519／241〃S，　Rsl91124〃H）
『食料・農業・農村白書』農林水産省，農林統計協会，［年刊］
　　日本における食料・農業・農村の動向や主要施策の取り組み状
　　況・課題について解説した年次報告書。別冊「参考統計表」付
　　き。（R610111〃S，　R610122〃H，　R6101711W）
『世界食料農業白書』国際連合食糧農業機関，国際食糧農業協会，［年刊］
FAOが公開する世界の食糧・農業の動向と課題に関する年次
報告「The　State　of　Food　and　Agriculture」の翻訳。原文はFAO
のHPで公開。（R610122〃S，　R6101董5〃H，　R610／121AW）
Wiltian　Wordswonh‘’The　Tables　Turncd”i発想の転換をこそ）4より
And　hark！　how　blithe　the　Throstle　sings！よく聴くのだ、鵜（つぐみ）のあの爽快な鳴き声を1
He，　too，　is　no　mean　preacher：　　　　　あの鳥も深遠な聖職者なのだ。
Come　forth　into　the　light　of　things，　　　万象の光輝燦然たる世界に出てくるがいい、
Let　Nature　be　your　teacher．　　　　　　そして、自然を師と仰ぐがいい1
4平井正穂編rイギリス名詩選』岩波書店，1990
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シリーズ・世界の図書館（9）
延世大学校中央図書館を利用・見学して
吉田　千草＊
1　経緯
　筆者は2005年より韓国語を学んでいる。大学では全く学んだことがな
く、完全に独学から始まった。最初は映画やドラマを字幕なしで楽しみた
いという軽い気持ちで学び始めたが、学んでいくうちに歴史や文化にまで
興味が広がり、留学して現地の大学で本格的に学びたいという思いが日に
日に強くなった。
　そして今回、念願かなって延世大学の夏期短期留学課程に入学する機会
をいただいた。
2　留学生活と図書館
　筆者はそれまで留学経験がなく、どんなものになるのかあまり想像もせ
ずに軽い気持で参加した。ところが現実は想像をはるかに超える厳しいも
のであった。宿題、新聞記事の要約発表、討論会、座談会、スピーチ等が
あり、授業が終わった後は毎日、予習・復習・宿題に追われた。そんな生
活の中、勉強場所としてたいへんお世話になったのが延世大学校中央図書
館の閲覧室である。毎日夜遅くまで長時間を過ごした延世大学校中央図書
館は、私にとって大切な思い出の場所になった。
＊よしだ・ちぐさ／明治大学学術・社会連携部図書館事務室図書館管理グループ
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